
■未着手区間一覧表(令和3年3月31日現在)

■令和3年3月31日時点の開通率

■「高速道路における安全・安心基本計画」における
優先整備区間 計136km
No. 路線名 区間 延長（km）

➊ 北海道横断自動車道 千歳恵庭JCT～十勝清水 87

➋ 登別室蘭～伊達 18

➌ 国縫～八雲 17

➍ 和寒～士別剣淵 14

北海道縦貫自動車道

総延長約1,825km

【北海道】

開通延長 1,183km 事業中
km260

約65％開通

未着手区間
約386km

民間委託7空港

足寄～陸別間 Ｌ=約３１km
当面着工しない区間

北海道横断自動車道 女満別空港～網走
※計画段階評価を進めるための調査

日高自動車道 静内～三石
※計画段階評価中

令和3年度新規事業化箇所
旭川・紋別自動車道 遠軽上湧別道路

令和3年度新規事業化箇所
一般国道５号 創成川通

【全 国】 （北海道を除く）

総延長約12,175km
約90％開通

開通延長 10,900km km
事業中

888

未着手区間
約379km

北海道横断自動車道 蘭越～倶知安
※計画段階評価を進めるための調査

令和2年10月連結許可
北海道横断自動車道
釧路空港ＩＣ（仮称）

№ 路線名 区間

① 七飯藤城～七飯

② 美深北～音威子府

③ 中川～幌延

④ 豊富北～稚内

⑤ 黒松内～倶知安

⑥ 釧路別保～厚岸町尾幌

⑦ 厚岸町糸魚沢～温根沼

⑧ 北海道横断自動車道網走線 女満別空港～網走

⑨ 旭川・紋別自動車道 上湧別～紋別

⑩ 帯広・広尾自動車道 豊似～広尾

⑪ 日高自動車道 静内～浦河

⑫ 函館・江差自動車道 木古内～江差

⑬ 北海道横断自動車道網走線 足寄～陸別

北海道縦貫自動車道

北海道横断自動車道根室線

（旧名称）（旧名称）

礼文空港

利尻空港

②

③

④

①

⑫

⑨

⑦

⑬

⑧

⑥

⑩

⑪

奥尻空港

⑤

令和2年10月事業許可
北海道横断自動車道 長流枝ＳＩＣ（仮称）

※ （旧名称）高規格幹線道路の北海道と全国の比較

➍

➊

➋➌

帯広・広尾自動車道 豊似～広尾
※環境調査中

持続可能な社会・経済を支える社会資本の整備
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～広がれ！北海道高速道路ネットワーク～

２環状８放射

中標津空港

紋別空港



持続可能な社会・経済を支える社会資本の整備

～高規格道路ネットワークの早期形成を！～
１．日本の食を支える大動脈

〇北海道の農水産物は、国内の食料供給を支えており、特に
オホーツク・十勝圏は生産性の高い地域です。

〇オホーツク・十勝圏で生産された農水産物は、トラックで
各港へ運ばれ、道外・海外へ向け出荷しています。

〇高規格道路の整備により、輸送時間の短縮を図り、物流の
効率化を図ることにより、農水産物の「生産性の向上」が
期待されます。

オホーツク・⼗勝エリア
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■農⽔産物の全国収穫・漁獲量

⼩ ⻨ばれいしょ ホ タ テた ま ね ぎ

着⼿区間
陸別IC(仮)〜陸別⼩利別

着⼿区間
忠類⼤樹IC〜豊似IC(仮)

⾜寄IC〜陸別IC(仮)
（当⾯着⼯しない区間）

計画段階評価を
進めるための調査区間
⼥満別空港〜網⾛

着⼿区間
端野⾼野道路

未着⼿区間
豊似IC(仮)〜広尾IC(仮)

北⾒のたまねぎ

⼗勝のじゃがいも（ばれいしょ）

⼗勝の⼩⻨

優先整備区間の４⾞線化
千歳恵庭ＪＣＴ〜

⼗勝清⽔ＩＣ

オホーツクのホタテ

新千歳空港

全国収穫量︓103万7千ｔ
（令和元年）

⼗勝・オホーツク
44.4万ｔ

43％
都府県

36.0万ｔ:34％

その他北海道
23.3万ｔ:23％

全国収穫量︓239万9千ｔ
（令和元年）

⼗勝・オホーツク
152.0万ｔ

64％都府県
50.9万ｔ:21％

その他北海道
37.0万ｔ:15％

資料︓農林⽔産省、北海道農政事務所

オホーツク
18.8万ｔ

全国漁穫量︓48万2千ｔ
（令和元年）

39％

その他北海道
19.0万ｔ:39％

都府県
10.4万ｔ:22％

全国収穫量︓133万4千ｔ
（令和元年）

⼗勝・オホーツク
54.1万ｔ

41％
都府県

49.2万ｔ:37％

その他北海道
30.1万ｔ:22％



持続可能な社会・経済を支える社会資本の整備

【道東自動車道開通による観光振興】

２．観光立国北海道の実現

○釧路・根室地域の観光地では道東道開通によりアクセス性が
向上し、観光入込客数が年々増加しています。

○特に、白糠IC～阿寒IC及び釧路西IC～釧路東IC間開通によ
り、「根室さんま祭り」では開通前と比べて約1.5倍に増加し、
地域内の道の駅来訪者は約1.4倍に増加しています。 釧路・根室エリア

⽇⾼エリア
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IC

釧
路
別
保

釧
路
東
IC

IC

釧
路
⻄
IC

釧
路
中
央

IC

阿
寒

IC

⽩
糠IC

浦
幌

釧路⻄IC〜釧路東IC
平成27年度 開通
L=9.9km

釧路東IC〜釧路別保IC
平成31年3⽉9⽇ 開通

L=6.9km

過去3年間で
約4.2倍増

来訪者数

過去3年間で
約1.1倍増

来訪者数

過去3年間で
約1.1倍増

来訪者数

過去3年間で
約1.1倍増

来訪者数

⽩糠IC〜阿寒IC
平成27年度 開通
L=14.0km

着⼿区間
阿寒IC〜釧路⻄IC

着⼿区間
尾幌⽷⿂沢道路

温根沼IC〜根室IC
令和2年3⽉22⽇ 開通

L=7.1km

IC

根
室温

根
沼
IC

43.5万⼈
33.4万⼈

49.3万⼈

19.2万⼈
28.8万⼈

40.5万⼈
19.9万⼈ 31.8万⼈

32.6万⼈

82.6万⼈

93.9万⼈

122.4万⼈

平成27年 平成28年 平成29年
0

50

100

150
（万⼈） 道央・⼗勝 道北・道東 道外

釧路・根室地域内道の駅
における⽅⾯別来訪者数

来訪者は
約1.4倍に増加

北海道横断⾃動⾞道︓⽩糠IC~阿寒IC開通(平成28年3⽉12⽇)
釧路外環状道路︓釧路⻄IC〜釧路東IC開通(平成28年3⽉12⽇)

資料︓釧路開発建設部調べ

Ｈ27 Ｈ30

12,300⼈

18,600⼈

開通後は
約1.5倍

（⼈）根室さんま祭り来場者数

資料︓
横断⾃動⾞道釧
路・根室間建設
促進期成会調べ

根室さんま祭り

⽇
⾼
厚
賀
IC

⽇
⾼
⾨
別
IC

36 235

237

336

えりも町
様似町

浦河町

新ひだか町

新冠町

⽇⾼町

平取町

236

⽇⾼町

苫⼩牧市

⽇⾼⾨別IC〜⽇⾼厚賀IC
平成30年4⽉21⽇ 開通

Ｌ=14.2km

計画段階評価区間
静内〜三⽯

着⼿区間
⽇⾼厚賀IC〜静内IC（仮）

5⽉

しずない
桜まつり
13万100⼈

4⽉

えりも
うに祭り
8,500⼈

⽯狩⽅⾯
札幌市等

⽯狩⽅⾯
札幌市等

○日高地域の観光地への主要なアクセスルートとしては日高自動車道が利用されており、日高門別ＩＣ
～日高厚賀ＩＣ間開通により、「しずない桜まつり」や「えりもうに祭り」では過去最高の来訪者を記

録しています。

【日高自動車道延伸による観光アクセスの向上】

しずない桜まつり

えりもうに祭り

※来場者数は、⽇⾼振興局及びイベント主催者調べ

来訪者は過去最⾼を記録

4,500 
7,500 8,500 

0

5,000

10,000

24〜29年
平均

30年 31年

(⼈) えりもうに祭り

平成

開催⽇︓Ｈ31.4.28開催⽇︓R1.5.1〜5.6

令和元年 令和元年

令和2年10⽉連結許可
釧路空港IC（仮称）

（令和６年度 開通予定）

（⽇⾼厚賀ＩＣ〜新冠ＩＣ（仮）間
令和７年度 部分開通予定）

（令和３年度
計画段階評価完了を⽬指す）



【大規模災害時の代替ルートの確保】

1944

1977

2000

33年

23年

????︖︖年
■ 有珠⼭の噴⽕周期

〇平成１２年の有珠山噴火により、北海道縦貫自動車道が
約15ヶ月間通行止めになったほか、ＪＲ室蘭線も不通と
なるなど、北海道と本州間の人流・物流に重大な影響
が出ました。

〇大規模災害（噴火・地震・津波）に備えて信頼性の高
い代替ルートの整備が必要です。

【道東自動車道における暫定２車線区間の４車線化】

〇平成２８年８月の台風で、道央と道東を結ぶ国道・鉄道が長
期間に渡り通行止めとなりました。

〇道東道も被災しましたが、わずか1日で復旧し、物流や人流
を支えました。しかし、暫定２車線区間であるため、事故処
理や緊急工事の際には通行止めになるなど、安定的な交通
の確保が課題となりました。

３．大規模災害への備え

持続可能な社会・経済を支える社会資本の整備

狩勝第2トンネル付近 被災状況

後志エリア

４⾞線区間の復旧イメージ

災害発⽣により、通⾏⽌めを⾏い、
応急復旧作業開始

応急復旧の作業完了により⽚側２⾞線
を使⽤し通⾏を再開させ、本復旧作業を⾏う

⽚側２⾞線の本復旧完了後、
通⾏を切り替え、残りの本復旧を⾏う

道東⾃動⾞道通⾏状況

資料提供︓⼗勝毎⽇新聞社

胆振エリア

道央エリア

４
⾞
線
区
間
で
あ
れ
ば
︑
応
急
復
旧

か
ら
本
復
旧
に
⾄
る
期
間
も
通
⾏
が
確
保
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平成１２年の有珠⼭噴⽕時には、鉄道貨
物輸送は⼀般道を利⽤したトラック代⾏
による輸送に変更したため、輸送量が低
下し輸送時間も増加。

Ａ

Ａ’

【通行止め期間】
道東自動車道

平成28年 8月30日（被災直後）
～平成28年 9月 1日（約２日間）
国道38号狩勝峠

平成28年 8月30日（被災直後）
～平成28年 9月11日（約12日間）
国道274号日勝峠

平成28年 8月30日（被災直後）
～平成29年10月27日（約14ヶ月間）

A-Aʼ断⾯交通量 ※国道は北海道開発局、道東道はNEXCO東⽇本調べ

※通⾏⽌め前︓H27.11.1(⽇)〜11.7(⼟) ※通⾏⽌め解除後︓H29.10.29(⽇)〜11.4(⼟)
※通⾏⽌め期間︓H28.10.30(⽇)〜11.5(⼟)

（台/⽇）

H27 H28 H29

函館方面

小樽港

樽前山

有珠山

毛無峠

倶知安峠

中山峠

美笛峠

稲穂峠

5

37 453

230

36

5

229

393

230

276
276

276

234

36

337

337

275
12

前回の噴⽕から
20年が経過

前回の噴⽕から
39年が経過

国際基準コンテナの
通⾏⽀障箇所

（トンネル４箇所）

着⼿区間
倶知安余市道路

災害時交通転換

高 規 格 道 路

計画段階評価を進める
ための調査区間
蘭越〜倶知安

⿊松内IC〜蘭越
未着⼿区間



持続可能な社会・経済を支える社会資本の整備

４．医療を支える「命の道」
【道北地域の現状】

○稚内～旭川間は約２５０ｋｍあり、東京～長野県長野市と
同程度の距離を救急搬送しています。（片道約４時間）

○高規格道路を整備することによる時間短縮効果や事故等
に対する安全性向上は必要不可欠です。

道北エリア

地吹雪による多重追突事故

【遠軽・紋別地域の医療における現状】

○遠軽及び紋別地域において第三次医療機関である旭川赤十字病院や北見赤十字病院への救急搬
送は重要な役割を担っており、旭川・紋別自動車道の延伸により搬送時の安全性向上や時間短縮
が期待されます。

上川北部地区
２９件

稚内市～旭川市間

距離 248km ※1

時間 3～4時間 ※2

※1 H27道路交通センサス

※2 市立稚内病院ヒアリング

旭川赤十字病院
旭川医科大学病院等

５６件が札幌・

旭川方面へ搬送

札幌方面へ

地吹雪などによる
交通事故発⽣状況

着⼿区間
⼠別剣淵IC
〜名寄IC

未着⼿区間
豊富北IC〜稚内

未着⼿区間
中川IC（仮）〜幌延IC

着⼿区間
おといねっぷ
⾳威⼦府バイパス

未着⼿区間
美深北IC〜⾳威⼦府IC（仮）

約２５０ｋｍ

資料：北海道開発局（H29）

【名寄市～旭川赤十字病院間の所要時間の変化】

稚内地区
１４件

南宗谷地区
１３件

【上川北部・宗谷管内の管外救急搬送】

※件数はH22～H27の
救急搬送実績値平均
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路外逸脱事故

【北⾒市への救急搬送件数(陸送)】

資料︓網⾛開発建設部調べ

【旭川市への救急搬送件数(陸送)】

遠軽・紋別エリア

（分）

（令和７年度 開通予定）

紋別市

湧別町

旭川市内病院

丸
瀬
布
IC

遠
軽
瀬
⼾
瀬
IC

遠
軽
IC

遠軽町

＜第三次医療機関＞
旭川⾚⼗字病院

●診療科⽬数︓28科
●病床数︓⼀般480床

精神40床(休床中)

遠軽瀬⼾瀬IC〜遠軽IC
令和元年12⽉21⽇開通

L=6.8km

R3新規事業化
遠軽〜上湧別

北見市内病院＜第三次医療機関＞
北⾒⾚⼗字病院

●診療科⽬数︓24科
●病床数︓⼀般490床

精神40床
感染症2床

丸瀬布IC〜遠軽瀬⼾瀬IC
平成28年度 開通
L=11.2km

４分
短縮

５分
短縮



別海･根室･釧路町から
釧路（さんま）から

羅臼･阿寒･十勝から

釧路（水産加工品）から

釧白工業団地から

・本州への空輸経路

・道央への陸送経路

持続可能な社会・経済を支える社会資本の整備

◎物流交通ネットワークの形成

【空港、港湾などの物流拠点やICへのアクセス道路の整備】

【道州制特区推進法に基づく
移譲事業の着実な推進】

- 21 -

■釧路空港IC（仮称）の新設とアクセス道路（⼭花鶴丘線）の整備

⾼規格道路
旭川東神楽道路

たんちょう
釧路空港

釧路市内水産
加工品の約３割の

製品を出荷

道
央
方
面

市
場

釧路市内水産加工場
から商品として

道央方面に出荷

釧路白糠工業団地
から道央方面への

経路

十勝・阿寒方面

からの空輸輸送
経路

釧路空港ＩＣ
（仮称）

釧路港

38

240

38

さんま（生鮮）をブラン
ド化し航空便で全国

へ出荷

白糠町

釧路市

別海（ホタテ・ウニ）根
室（タラ）、釧路町（カ

キ・ウニ）からの
空輸輸送経路

羅臼（ウニ）からの
空輸輸送経路

釧路
漁協

釧路白糠
工業団地

釧路西ＩＣ

阿寒ＩＣ

都道府県道
一般国道

高規格道路

Ｈ30

全道

総漁獲量

約102万トン

北海道の
約３割を
占める

渡島総合

振興局
12.0%

釧路総合
振興局14.7%

その他道内
18.1%

根室振興局
13.3%

宗谷総合
振興局 20.2%

ｵﾎｰﾂｸ総合
振興局 22.0%

永⼭東光線

資料：北海道水産現勢

美唄富良野線

連携と交流を支える総合的な交通・物流ネットワークの形成や都市の活性化や生活
の質の向上を図る道路網の整備の推進

●物流ネットワーク形成のための道路網の整備

・空港、港湾などの物流拠点やICへのアクセス道路の整備
【北海道横断自動車道（阿寒～釧路西間）、帯広・広尾自動車道（忠類大樹～豊似間）、

国道337号中樹林道路（南幌町・江別市）、山花鶴丘線（釧路市）、小樽環状線（小樽市）、
花川通（石狩市）など】

・高規格道路と一体となった道路の整備
【旭川十勝道路 富良野北道路（中富良野町、富良野市）、

旭川十勝道路 旭川東神楽道路（旭川市・東神楽町）など】

・交通不能区間や冬期交通不能区間等の隘路区間の解消
【国道452号盤の沢道路・五稜道路（芦別市・旭川市・美瑛町）、

美唄富良野線（美唄市・芦別市）など】

・道州制特区推進法に基づく移譲事業の着実な推進
【特定道路事業交付金 美唄富良野線（美唄市・芦別市）、名寄遠別線（遠別町）】

●都市の活性化や生活の質の向上を図る道路網の整備

・都市の円滑な交通を確保するためのバイパス、環状、放射道路の整備
【幕別帯広芽室線（幕別町）、見晴通（留萌市）など】

・渋滞解消や市街地の一体化のための立体交差などの整備 【永山東光線（旭川市）など】

主な要望箇所

ひがしかぐら

びばい

なよろ


